
 

○ 建 設 省 告 示 第   号 
建 築 基 準 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 三 百 三 十 八 号 ） 第 百 二 十 九 条 の 十 二 第 五 項 の 規 定 に 基 づ き 、 エ ス

カ レ ー タ ー の 制 動 装 置 の 構 造 方 法 を 次 の よ う に 定 め る 。 

平 成  年  月   日 

建 設 大 臣 中 山 正 暉 

   エ ス カ レ ー タ ー の 制 動 装 置 の 構 造 方 法 を 定 め る 件 

エ ス カ レ ー タ ー の 制 動 装 置 の 構 造 方 法 は 、 次 に 定 め る も の と す る 。 

一 建 築 基 準 法 施 行 令 第 百 二 十 九 条 の 十 二 第 三 号 か ら 第 五 号 ま で の 基 準 に 適 合 す る エ ス カ レ ー タ ー の 制 動

装 置 で あ る こ と 。 

二 次 の イ か ら ホ ま で （
こ う
勾 配 が 十 五 度 以 下 で 、 か つ 、 踏 段 と 踏 段 の 段 差 （ 踏 段 の
こ う
勾 配 を 十 五 度 以 下 と し

た す り つ け 部 分 を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） が 四 ミ リ メ ー ト ル 以 下 の エ ス カ レ ー タ ー に あ っ て は 、 ニ を 除 く 。

） に 掲 げ る 状 態 を 検 知 す る 装 置 を 設 け る こ と 。 

イ 踏 段 く さ り が 異 常 に 伸 び た 状 態 



 

ロ 動 力 が 切 断 さ れ た 状 態 
ハ 昇 降 口 に お い て 床 の 開 口 部 を 覆 う 戸 を 設 け た 場 合 に お い て は 、 そ の 戸 が 閉 じ よ う と し て い る 状 態 

ニ 昇 降 口 に 近 い 位 置 に お い て 人 又 は 物 が 踏 段 側 面 と ス カ ー ト ガ ー ド と の 間 に 強 く 挟 ま れ た 状 態 

ホ 人 又 は 物 が ハ ン ド レ ー ル の 入 込 口 に 入 り 込 ん だ 状 態 

三 前 号 イ か ら ホ ま で に 掲 げ る 状 態 が 検 知 さ れ た 場 合 に お い て 、 上 昇 し て い る 踏 段 の 何 も 乗 せ な い 状 態 で

の 停 止 距 離 を 次 の 式 に よ っ て 計 算 し た 数 値 以 上 で 、 か つ 、
こ う
勾 配 が 十 五 度 を 超 え る エ ス カ レ ー タ ー 又 は 踏

段 と 踏 段 の 段 差 が 四 ミ リ メ ー ト ル を 超 え る エ ス カ レ ー タ ー に あ っ て は 、 〇 ・ 六 メ ー ト ル 以 下 と す る こ と 。 

Ｖ２ 
Ｓ＝ 
9,000 

こ の 式 に お い て 、 Ｓ 及 び Ｖ は 、 そ れ ぞ れ 次 の 数 値 を 表 す も の と す る 。 

Ｓ 踏 段 の 停 止 距 離 （ 単 位 メ ー ト ル ） 

Ｖ 定 格 速 度 （ 単 位 メ ー ト ル 毎 分 ） 

   附 則 

 こ の 告 示 は 、 平 成 十 二 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 


